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寒冷地における農家の採煤について

長谷　川　　宏

（東北農武）

1．は　じ　め　に

本報告は「寒さと生活に関する研究」の一環をなすも

のであり，寒さという条件に対する農家の採蝮を通じて

の適応のメカニズムを明らかにしようとした．

調査は昭和33年2月末から3月初旬にかけて，水田単

作地帯に属する岩手県盛岡市太田，榊部落（旧岩手郡大

日村）及び普通畑作地帯である岩手郡滝沢村日向部落で

それぞれ10戸・12戸の農家について行った．

なお当地方の農家住宅は一般的に曲り足が多いが，生

産力の高い榊部落では脱穀調製作業の機械化に伴って，

曲り星から直庭化への変化と間取りの分化が進んでいる

のに対し，日向部落では旧い形のままの曲り星が多く残

っている．

2．探燻様式の構造

ここでは農家がどのような採暖券具を使って－採壕を

通じてどのように住生活を行っているかという意味で採

蝮様式を考えたい．

先ず当地で使用されている採壌器具と，それの設けら

タイプ；採蝮器具
ジ
頂

れる部屋との組合わせによるタイプを設定し，それに従

って採暖の仕‾方をみる．

両部落を通じてコクツ1つに家族全員が主として団欒

を兼ねて採壌するという形が一般的であり，イロリ・ス

トーブは炊事・接客用として機能している．すなわちタ

イプによる違いは燃焼拾具としての機能の分化と，それ

の設けられる都星の機能の分化の相違である．そしてス

トーブはその燃焼形式が多面的な利用に適し，部屋の機

能に順応してストーブの機能が沢まるが，コクツは採塩

の機能にのみ限定される所から，逆にコクツの設けられ

る部屋が採暖室として独立する方向をとる．

3．採燻様式を規制する条件

1．崖叔材料と燃料資源

採俊のタイプの中ストーブとイpリの違いは．戦後の

新改築に依る茅茸屋根から瓦・トタン屋根への変化が排

煙を困難にし．イPリを廃止せざるを得ず，ストーブが

代って導入されたことによる．しかし採壊器具がどのよ

うに使われるかは燃料の入手方法・価格により規制され

る．コクツが採蝮の中心におかれたのは，戦後の燃料賀
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源の潤渇に伴う新価格の高騰が，イロリ・ストーブをふ

んだんに使うことを許さないためである．

2．農家の性格

次に採壕のタイプが農家のどのような性格の下で成り

立っているかをみれば，最も端的にはコクツだけ（タイ

プⅥ）の農家においてであろう．ここでは炊事がカマド

で行われるため，ストーブ・イpリを含むタイプと違っ

て炊事に際しても採暖が出来ない条件におかれるが，そ

れを許究している家族の人間関係は．炊事担当者たる主

婦・嫁が何れも家娘で，好きな時に採侵出来るという身

分的自由さを持つためである．またストーブを使用して

いる農家の多くが兼業農家であるということは，兼業に

よる社会的接触の広さがストーブの導入に関係するもの

と思われる．

特にⅢ型の農家が家の統卒者である経営主が別居して

いる所から，個人の採暖を生じている点注意すべきであ

る．

4．現状における球燻様式の矛盾と

将来の動向

冬期間の各家族員の生活は主婦・妹が専ら作業場で藁

仕事に従事し．経営主・長男が外用と休息に終始すると

いうように，家族内の地位によって違っている．そして

経営主・長男がその身分的な自由さの故に好きな時コク

ツへ入れるのに対して，婦人は夕食後の団欒を通じての

み採倭が可能になっている．しかも家族構成が複雑にな

る樫，この採蝮における身分的関係が強まっている．こ

のことは広いダイドコロのイpリを中心に，家長の統卒

の下に全ての生活行為が採壕と未分化に営まれていた段

階での，茅茸屋根・広いダイドコP・イpリ・農作業・

家父長家族関係といった一連のバランスを保った適応の

仕方からの変化の過程でより明らかにされる．すなわち

住宅群道をそのままに，採壌だけが他の生活行為と切離

されてコクツに固定されるという変化の仕方の不均衡さ

が，家父長的家族関係の残存と結びついて，前述の矛盾

が行れたと考えられる．

しかしこの矛盾はまだ家族員によって明確に把撞され

ておらず，家的イデオロギーと寒さに適応しない住宅構

造の下で，コクツによる採壕に固執し，多重蝮房一住生

活における個人の確立（採俊も含めて）一つの芽生え

が，見出せない段階といえよう．

山形県高畠地区における乳牛飼料の実態について

小笠原　樟・中山誠一郎・神保憲雄

（山形県農試）

東北6県の共同研究である「飼料構造の大数調査」を

素材として，本県酪農の中心地である高島町（旧二井宿

村・和田村）並びに上ノ山市（旧中川村）の2地点にお

ける飼料の生産並びに給与の構造を解析し参考に供した

い．当地区の酪農型は養蚕との補合関係をなす塾態が圧

倒的に多く，これが内容を分類すると第1表の通りであ

って，酪農着蚕型が巌も多く，次に養蚕酪農型・酪農兼

業型・酪農養蚕商品作物型・酪農専業型となっている．

飼育牛は第2表の通り登録牛が多く全農家の41％に飼養

第1表　酪　農　の　タ　イ　プ

戸

比

されているが，産乳址は必ずしも高くない．すなわち搾

乳牛1頭当りの年間乳宝は15～20石が最も多く，35．8％

を占め，20～25石は25％，30石以上がわずかに6．7％で

第2表　乳牛の登録別飼育農家数

転警：商品統剋＿＿計i＿軋」㈹
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第3表　乳牛1頭当り塵乳水準
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